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第148図　第Ⅶ層文化層母岩別資料6（1）個体1（2／3）
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く二二二ブ6（Z‾13°Ⅵ層）

〔53〕（Z－13・Ⅵ層）

母岩別資料6　個体2（5＋6＋7）接合

5cm

第149図　第Ⅶ層文化層母岩別資料6（2）個体2（2／3）
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第150図　第Ⅶ層文化層母岩別資料6：分布図（1／80）

た横長剥片の剥離を観察できる。

接合資料と剥片剥離工程　　相互に接合しない2個体、1～4が接合する個体1と、5－7

が摸合する個体2（第150図）を提示のうえ記述する。その他にも相互には摸合しないが数点の

剥片あるいは砕片の接合資料が11例ある。

［個体1］剥片1－4が接合する。上設打面から剥離された剥片の接合例であり、剥片1→

剥片2→打面再生→剥片3→打面再生・打面調整→剥片4の工程が復元される。剥片1・2の

下端に石核の整形もしくは下設打面形成の剥離面が残る。

［個体2］石核7に剥片5・6が摸合する。打面や作業面が固定的ではなく、剥片5は石核

7下面の原礫面を加撃したものであり、剥片6は正面の作業面を打面として、打面調整、頭部

調整をして剥維したものである。
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分布　資料総数79点の出土層位別内訳は、第Ⅴ層出土8点、第Ⅵ層出土18点、第Ⅶ層出土

52点、第I層出土1点である。接合資料個体1は石器ブロック1に分布する（第150図）。また、

未提示の相互に接合しない数点の剥片からなる接合資料8例、あるいは折れ面接会等破砕片の

接合資料3例が石器ブロック1を中心に分布する。その他、未接合の石核2点（54・55）や剥

片多数も同様に石器ブロック1に広がっており、母岩別資料6に関する剥片剥離作業が行われ

た場として石器ブロック1は有力であろう。

しかし一方で、石核7（53）を含む接合資料個体2は石器ブロック外のZ－12・13区に分布

し、現状では接合関係も完結している。Z－12・13区は母岩別資料6に限らず石器・剥片の分

布が3箇所の石器ブロックに比べ少ないが、接合資料個体2に関する限り剥片剥離作業の場を

考慮する必要があろう。また、同一母岩が分布するZ－12・13区と石器ブロック1とに場の関

連が注意される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（屋良）
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第Ⅸ章　第4次調査の成果と問題点

第4次調査は、第2次調査で確認された第Ⅵ層文化層A・B－11・12区を中心に広がる石器ブ

ロックおよび礫群の全容解明と、第Ⅶ層以下の文化層の有無を確認するため、A～C・Z－10～14

区の20グリッド、合計80m2の発掘調査を行った。調査深度は初めて第Ⅶ層以下におよび、第Ⅸ

層上部まで堀り下げた。その結果、第Ⅵ層中部に新たに「第Ⅵ層M文化層」を検出し、第Ⅵ層

中部から下部に位置する、従来の「第Ⅵ層文化層」を「第Ⅵ層L文化層」と改称した。また、

第Ⅶ層上部から中位にかけて新たに「第Ⅶ層文化層」を確認し、2基の礫群と3箇所の石器ブ

ロックが把握された。なお、第Ⅷ層以下が無遣物層であることも同時に明らかになった。これ

により同区の第Ⅸ層上部にいたるまでの遺物の有無と、各文化層における石器群の分布状況な

らびに遺構配置が明らかになり、石器器種組成・石器石材等の様相が明らかになった。

（1）縄文時代草創期

第4次調査で出土した縄文時代草創期に帰属すると考えられる石器は、両面調整石器5点の

みである。縄文時代の遣物包含層は今回の発掘調査区城ではこれまでの調査されている部分が

大部分であり、未調査区域も耕作等挽乱を受けており、表面採集あるいは第I層（耕作土）出

土の遺物である。なお、今回の調査では有舌尖頭器や石鉄などの縄文時代草創期に特徴的にみ

られる石器や土器等は出土していない。

（2）第Ⅳ層文化層

第4次調査において出土した第Ⅳ層文化層に認定できる遺物は、槍先形尖頭器・削器それぞ

れ1点、剥片2点に過ぎない。そのため石器組成や石器石材、あるいは石器生産技術に関する

新たな見解の追加は困難であるが、これらの石器を追加しても、第3次調査においてまとめら

れた石器組成や石器石材の選択傾向に変化はみられない。

（3）第Ⅴ層文化層

第4次調査における第Ⅴ層文化層に関わる調査は、未調査区域のZ－12～14区、3グリッド

に過ぎず、第Ⅴ層までの調査を終了していたC－10－14区や第Ⅵ層までの調査が終了していた

A・B－10～14区では資料の追加もほとんどなかった。第1次～第4次調査を通じて調査面積は

288m2、72グリッドに達した。

第4次調査出土資料は、石器35点、剥片171点、礫11点、合計217点であり、第Ⅴ層文化層出

土の遺物は4回の調査総計、石器569点を含む5133点を数えるに至った。第4次調査出土の石器

の内訳は細石刃7点、尖頭器1点、掻器2点、削器5点、細部調整剥片10点、石刃・石刃状剥片

6点、石核4点等である。細石刃関連資料は、わずかに細石刃7点にすぎず、細石刃の剥片剥

離技術に関する新知見はない。荒屋型彫器は以前として出土していない。なお、母岩分類およ
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び接合作業によって新たに4個体が追加され、14個体の母岩別資料が把握されている。

（4）第Ⅵ層M文化層

第4次調査の結果、C－12・13区に分布のまとまりのある第Ⅵ層中位の石器群と礫群が新たに

検出された。当該文化層の石器群や礫群の分布範囲は、第Ⅵ層下部に遣物出土のピークがある

第Ⅵ層L文化層の石器群や礫群の分布範囲と対称的な位置関係にある。各文化層に分離した石

器群は母岩別資料分析によって蓋然性を高めているが、調査途上であり完全に分社できていな

い面は比定できず、今後に課題を残している。なお、C－12・13区における本文化層の遺物出

土状況からは、未調査区域であるC列以西への遺物分布の広がりを予想できる。

石器器種組成は、ナイフ形石器1点、石刃3点、細部調整石刃1点、その他剥片12点である。

そのため、具体的な様相ははっきりしていない。ナイフ形石器1点は石刃を素材と工て、一側

線にブランテイングを施したもので、素材の打面を残置する。

（5）第Ⅵ層L文化層

今回の調査によって追加された遺物総数は、石器23点、剥片246点、礫373点の合計642点であ

る。第Ⅵ層L文化層の遺物累計は、石器126点、剥片876点、礫および砕片1485点の合計2487点

となった。第4次出土資料の石器器種別内訳は、ナイフ形石器3点、彫器1点、拇指状掻器1

点、削器1点、細部調整剥片5点、石刃・石刃状剥片8点、石核4点である。当該文化層の槍

先形尖頭器は今回出土していない。

当該文化層の主体をなすナイフ形石器の形態を見ると、石刃折断投法によって素材の形状を

大きく変形させたうえで、二側線調整によって鋭い先端部を作り出すナイフ形石器と、石刃を

素材として先端を斜めに切断するような急斜度の調整を加えた、部分調整のナイフ形石器との

2形態が主体をなす。この2形態の組み合わせを中心とするナイフ形石器の形態組成は、南関

東の石器群に対比した場合、相模野台地では相模野第Ⅳ期前半（矢島・鈴木1977）、相模野編

年の段階Ⅵ（諏訪間1988）、武蔵野台地ではIIb期（小田1977）に特徴的に見ることができ、

当該文化層の編年的位置は関東地方立川ローム層第Ⅳ層中位に比定することが妥当であろう。

いわゆる「砂川期」の石器群は、南関東地方にとどまらない広範囲な広がりをみせている。な

お、本遺跡の第Ⅵ層L文化層石器群の剥片剥離技術には両設打面の形成が顕著に確認でき、い

わゆる「砂川期」の石器群に見られる剥片剥離技術の特徴に対応する。

近接するC地点の発掘調査では、細石刃石器群（第I・第II文化層）、尖頭器石器群（第III文

化層）、ナイフ形石器石器群（第Ⅳ・第Ⅴ文化層）の計5枚の文化層が検出されている。A地点

の当該文化層は、チャートを主要石材とする石刃素材のナイフ形石器が見られる第Ⅳ文化層（青

木・内川・高橋1993）が対応するものと考えられる。

なお、Ⅴ～Z－5～10区を調査区域とした第3次調査でも、ナイフ形石器10点、槍先形尖頭

器7点等が出土しているが、A・B－10－14区を中心とする石器ブロック（ブロック1）との厳
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密な意味での共時性は確認できていない。槍先形尖頭器はうち5点が石刃または縦長剥片を素

・材として周辺調整する特徴的なものである。

第1号礫群は、今回の調査でさらに広がり、A・B－12区を中心にA・B、Z－11－14区に直

径約8mの範囲に1481点の礫が不整楕円形状に分布することが明らかになった。一方、石器ブ

ロック1は第1号礫群の北側A・B－13・14区に中心があり、礫群の周囲を取り巻くように分布

する傾向は第2次調査報告で示されたとおりである。母岩別資料分析の結果も同様で、礫群の
／

周囲で剥片剥離や石器製作を行っていたことが窺える。

第Ⅵ層以下の調査終了している範囲はA～C、Z－10～14区に限定的なため、Ⅴ～Z－5－10

区出土の当該文化層に帰属すると思われる石器群とA・B－10～14区を中心とする石器ブロック

（ブロック1）の厳密な共時性、石器ブロックの範囲の限界、その共時性あるいは編年的細分等、

今後の課題は多い。

（6）第Ⅶ層文化層

第Ⅶ層上部から中位にかけて遣物の包含層を確認した。特にC－10・11区には石器33点、剥

片379点が、C－13・14区には石器20点、剥片94点が、C－12区には石器12点、剥片14点が集中

すり、それぞれ石器ブロック1、石器ブロック2、石器ブロック3とした。第Ⅶ層文化層に帰

属する資料は、石器70点・剥片594点がある。同時に石器群に伴うC－10・11区の第1号礫群と

B・C－14区の第2号礫群の遺構2基が検出され、それぞれ構成礫287点・138点を数える。第1

号礫群は石器ブロック1と、第2号礫群は石器ブロック2とそれぞれ重複する位置関係にあり、

関連が示唆される。なお石器ブロックや礫群はいずれも調査区城外への広がりが予想される。

第Ⅶ層文化層に帰属する石器に利用される石材は、在地系石材のチャートが主体であるが、

破璃質安山岩が量的に多く存在することに特徴がある。なお、披璃質安山岩の利用状況はブロ

ック単位に相違しており注意される。また、遠隔地系石材の黒曜石製品は、掻器1点と楔形石

器2点以外には検出されていない。当該文化層の石器石材は、第Ⅵ層L文化層以降の石器石材

との間に差異がある。

石器器種組成は、ナイフ形石器11点、彫器削器1点、掻器3点、細部調整剥片19点、楔形石

器2点、石刃・石刃状剥片22点、石核・石核素材11点、敲石1点となっている。第Ⅶ層文化層

は、第Ⅵ層M文化屑や第Ⅵ層L文化層と同じくナイフ形石器を主体とする石器群を特徴とする

が、第Ⅵ層L文化層のように槍先形尖頭器の組成は現在までに確認されていない。当該文化層

のナイフ形石器は披璃質安山岩製の剥片素材の鋭利な縁辺を刃部として残し、二側線加工によ

って切出形に調整した小形のものが中核を担っている。

また、剥片剥離技術は、単設打両石核を用い、作業面を固定して徐々に打点を打面奥へと後

退させて縦長剥片を剥離する点に特徴がある。一定の長さの石刃・石刃状剥片の生産が意識さ

れている剥片剥離技術である。
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以上の諸特徴から、当該文化層は近接するC地点の第Ⅴ文化層（角張1993）に該当し、南

関東の武蔵野台地、立川ローム層第Ⅳ層下部・第Ⅴ層の石器群に対比される可能性がある。

第Ⅶ層文化層は今回の調査によって初めて、A地点における存在の一部を明らかにしたに過

ぎない。第Ⅶ層文化層に限らず、すべての文化層についていえることであるが、今後、出土層

位や分布範囲に加え、石器器種組成、石器石材の利用状況、母岩別資料分析を手掛かりとして、

文化層の厳密な分離、各文化層の石器ブロックの厳密な共時性の検討、それら石器ブロックの

編年的位置づけや具体的な変遷の検討を詳細に行ってゆかなければならない。また、同時に近

接するC地点の各文化層との対比、さらに南関東など他地域の編年との対比など、厳密な検討

を必要とする問題は多い。そして、未調査区への広がりが確実な礫群や石器ブロックの検討は、

調査区城の拡張以外になく、遺跡の全体像を明らかにしていくうえで不可欠な今後の調査の進

展が待たれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松・村）

おわりに

今回の調査は資料数の点からいえば第1次～第3次の発掘調査を上回る量の遺物があったわ

けではなかったが、それらに比肩する同等の遺物量に加え、過去3年の遺物とデータを整理・

稔合して今回の資料と同等に把握したうえで、母岩別資料分析や礫分析等に有効活用できる状

態になるまでに予想外の時間と労力を必要とした。

さらに石器の実測、図面の作成、石器や礫の接合作業等の基本的な作業、それらのデータの

分析、報告書に向けての実測図のトレース、版下の作成、原稿執筆等の具体的な作業のいずれ

をとっても、不慣れな私達実習生にとっては試行錯誤の連続で手に余るものがあり、終始苦労

が絶えなかった。諸先輩方や後輩の学生諸君の応援も得て、連日夜遅くまで整理作業に励んだ

が、遅々としてはかどらず、その結果として報告書の刊行に大幅な遅れをきたすこととなった。

いま顧みれば反省することは多いが、2年以上の作業の積み重ねがようやくここに報告書とし

て結実したことに感無量の喜びを感じる。

結びにあたり、予想外に長びく．整理作業の最後まで我々実習生を導いてくださった担当の谷

口康浩先生と宮尾亨助手に厚く御礼申し上げるとともに、終始惜しみなく温かをご指導をいた

だいた本学教授の永峯光一、加藤晋平、小林達雄、吉田恵二の諸先生方と調査に御協力いただ

いた関係各機関・関係各位に心より感謝する次第である。　　　　　　　　　（小俣・小松）
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ふ　り　がな

所収遺跡名

ふりがな

所在地名

コ　ー　 ド 北緯

0　　′　　′′

畢経

0　　′　　〝
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

やなぎまたいせさえ－ちてんながのけんきそぐんかいだむらにしの 35。 370

柳又遺跡A地点 長野県木曽郡開田村西野6503－1 20427 21 55′ 35′ 19920827～ 80m2 学術発掘調査

31′′ 27′′ 19920906

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主な遣構 主な遺物 特　 記　 事　 項

柳又遺跡A地点遺物包含地 旧石器時代

第Ⅶ層文化層

第Ⅵ層L文化層

第Ⅵ層M 文化層

第Ⅴ層文化層

第Ⅳ層文化層

縄文時代

草創期

石器ブロック3箇所 石器 （ナイフ形石器、彫挙削器、掻器等）69点、

礫群2基 剥片567点、礫415点

石器ブロック1箇所 石器・（ナイフ形石器、彫器、掻器、削器等）23点、

礫群1基 剥片246点こ　礫373点

石器ブロック1箇所

礫群1基

石器 （ナイフ形石器等）5点、剥片11点、礫57点

石器 （細石刃、尖頭器、膚癖、削器等）35点、

剥片171点、礫11点

石器 （槍先形尖頭器、削器）2点、剥片2点

石器 （両面調整）5点

1

－254－


